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日本海直江津沖のガスハイドレートに関与する流体のリチウム同位体地球化学

Lithium isotope systematics of gas hydrate-bearing fluid off Naoetsu in Japan Sea
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深部流体の優れた指標であるリチウム（Li）は，ガスハイドレート生成メカニズムに関して有用な知見をもたらす可能
性を持つ。Li はアルカリ金属元素の１つであり，非常に流体相に入りやすい元素である。水と岩石が共存する系の温度
を上げていった場合，200℃を超えるあたりから急速に堆積物相から溶け出し流体相の Li 濃度が増加する。さらに，高
温で一旦流体相に入った Li はその後の冷却過程でも流体中に留まる。これらの Li の特性は，（１）高温の深部流体は低温
の浅部流体や海水に比べて Li は極めて高濃度であるが故に浅部水や海水の影響は少なく，（２）深部流体が上昇する（冷
却する）過程でも深部 Li は流体相に留まることを意味する。また，Li は２つの安定同位体 7Li（92.5%）と 6Li（7.5%）
比は深部流体の素性（起源）に関して有用な知見を与えてくれる。本研究ではガスハイドレートに関与する流体試料と
して，（１）ガスハイドレートそのものに含まれる流体，（２）ガスハイドレートが見つかった堆積物コア中の間隙流体の
2種類の試料を用いた。前者（１）に関しては，海洋底にから採取されたガスハイドレート試料を船上にて超純水に溶か
した後に 0.2μmのフィルターを通して濾過することで回収した。後者（２）に関しては堆積物コアから絞り出した間
隙水を 0.2μmのフィルターを通して濾過することで回収した。ガスハイドレート試料は日本海直江津沖にて，2006年
と 2007年に回収された。一方，間隙水試料は 2007年に回収された。間隙水はガスハイドレートが存在するコアのもの
だけでなく，ガスハイドレートが存在しないコア試料も比較のために分析した。
　その結果，ガスハイドレートに関与しない堆積物中の間隙水のCl/Li 比は海水より高いのに比べて，ガスハイドレー

トそのものに含まれる流体やガスハイドレートに関与する堆積物コア中の間隙水の Cl/Li 比は海水の値 (重量比で 0.11)
より有意に低いことが明らかとなった。さらに，直江津沖で回収されたガスハイドレートに関係する流体試料のCl/Li 比
とδ 7Li 値は海水を通る直線上に乗り，海水と非海水の 2成分混合で説明できる。この場合，非海水成分のCl/Li 比とδ
7Li 比は共に海水より低い。海水より低い Cl/Li 比を持つ流体の起源として，堆積物から高温で脱水した深部流体が考え
られる。この場合，深部流体の端成分の Cl/Li はほぼ 0できるので，前述の混合ラインを外挿することで本地域の深部流
体の端成分のδ 7Li 値を求めることが可能となる。こうして決めた本地域のガスハイドレートに関与する深部流体の端
成分の+7‰程度となる。ここで，共存する流体と堆積物間の Li 同位体差は温度と相関を持つ。そこで，今後，本地域で
の堆積物の Li 同位体比を求めることで，δ 7Li 値が+7‰の深部流体が経験した最高温度を求めることで深部流体の生成
深度を明らかにすることが可能となる。


